
和目

1995年 (平成7年 )7月2響 畢ギ百窪罫
民
謡
を
楽
し
む
人
た
ち

（み

ず
な
ぎ
学
園
）

ふ

れ

あ

い
デ

ー

に

歌
や
踊
り
楽
し
む

舞
鵠
の
お
年
寄
り
ら

舞
鶴
市
の
障
害
者
援
護
施
設

「
み
ず
な
ぎ
学
園
」
と
養
護
老

人
ホ
ー
ム

「安
岡
園
」

の
人
た

ち
が
二
十
五
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の

園
で
民
話
を
楽
し
ん
だ
。

舞
鶴
東
署
が
五
の
つ
く
日
を

「
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
と
決
め
、

警
察
官
に
よ
る
家
庭
訪
問
な
ど

住
民
と
警
察
と
の
連
携
を
図
リ

な
が
ら
防
犯
や
交
通
安
全
に
つ

い
て
話
を
し
て
お
り
、
こ
の
日

は
そ
の

一
環
。
署
員
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
京
都
市
内
の
民

話
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
威
和
海
会
」

（米
谷
威
和
海

代
表
）
の
十
二
人
が
、
三
味
線

や
尺
八
の
音
に
合
わ
せ
て

「
ソ

ー
ラ
ン
節
」
な
ど
に
ぎ
や
か
に

歌
い
、
踊

っ
た
。
み
ず
な
ぎ
学

園
の
会
場
に
は
地
元
の
老
人
ク

ラ
ブ

「
鹿
寿
美
会
」
の
人
た
ち

も
駆
け
つ
け
、
楽
し
ん
だ
。
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みずなぎ学園

民謡を披露する京都市から訪れた
「成和海会」のメンバT

社会参加の歩み二目
~

舞鶴の 「みずなぎ学園」

開設15年の記念誌発行

聞新民市鶴‐舞
・

鹿
原

の
障
害
者
授
産
施
設

「み
ず
な
ぎ
学
園
」

（竹
之
内

正
美
国
長
、
百
七
人
）
で
二
十

五
日
、
京
都
市
内
か
ら
訪
れ
た

民
謡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「威
和
海

（
い
わ
み
）
会
」

が
、
三
味
線
の
音
に
あ
わ
せ
、

ソ
ー
ラ
ン
節
な
ど
を
披
露
じ

た
。
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深

め
よ
う
と
、
壁
原
の
志
楽
駐
在

所
の
西
村
泰
輔
巡
査
が
企
画
し

た
催
し
で
、
近
く
の
お
年
寄
り

ら
も
招
い
た
。

京
都
府
警
で
は
、

「五
」
の

つ
く
日
を

「地
域
ふ
れ
あ
い

デ
ー
」
と
し
、
府
下
の
駐
在
所

や
交
番
勤
務
の
署
員
ら
が
地
域

住
民
ら
と
積
極
的
に
交
流
を
深

め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
お
年

地
域
住
民
と
署
員
の
「ふ
れ
あ
い
デ
ー
」

堰
鶏
難
離
聖
が
は霊
泰

|

園
の
園
生
や
老
大
会

「鹿
寿
美

〈ご
の
お
年
寄
り
ら
に
、
民
講

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
し

た
。
京
都
市
出
身
の
西
村
巡
査

が
、

「威
和
海
会
」
の
代
表

・

米
谷
成
利
海
会
さ
ん

（６‐
）
Ｈ

京
都
市
Ｈ
と
交
友
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
同
会
の
訪
間
が
実
現
し

た
。

「鹿
駐
会
ふ
れ
あ

い
広

場
」
と
名
付
け
た
舞
台
に
、
同

会
の
十
二
人
が
上
が
り
、
三
味

線
や
尺
八
の
音
色
に
あ
わ
せ
、

「宮
津
節
」

「
ソ
ー
ラ
ン
節
」

な
ど
十
八
曲
孝
披
露
。
園
生
か

ら
癖
ん
な
拍
手
を
常
け
た
。

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
授
産

・
更
生
施
設
を
運
営
す
る
社
会

福
祉
法
人

「
み
ず
な
ぎ
学
園
」

（隅
山
陣
理
事
長
、
舞
鶴
市
）

が
、
開
設
十
五
周
年
記
念
誌
を

ま
と
め
た
。

記
念
誌
は
Ｂ
５
判
、
五
十
で

余
り
。
農
芸
、
粉
せ

っ
け
ん
づ

く
り
、
陶
芸
、
縫
製
と
い
っ
た

仕
事
に
い
そ
し
む
園
生
の
様
子

や
、
十
五
年
間
の
あ
ゆ
み
、
社

会
見
学
旅
行
な
ど
楽
し
い
年
間

行
事
を
ま
と
め
て
い
る
。
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の
受
け
入
れ
状
況

や
、
園
生
の
感
想
文
も
あ

っ
て
、

園
全
体
の
こ
と
が
分
か
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

五
百
部
作
り
、
府
北
部
を
中

心
と
し
た
福
祉
施
設
や
行
政
機

関
に
配

っ
た
。

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
社
会

参
加
を
果
た
す
た
め
、
陥
和
五

十
五
年
二
月
、
社
会
福
祉
法
人

と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
舞
鶴
市
庇

灰
に
定
員
五
十
人
の
通
所
授
産

施
設
を
開
い
た
。
そ
の
後
、
五

十
八
年
四
月
に
同
じ
場
所
に
入

所
の
更
生
施
設
を
併
設
、
平
成

二
年
四
月
に
は
同
市
野
村
寺
に

通
所
授
産
施
設
み
ず
な
ぎ
高
野

学
園
を
開
設
、
活
動
の
輸
を
広

げ
た
。

現
在
、
百
三
十
四
人
が
入
所

・
通
所
で
頑
張

っ
て
い
る
。
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